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（公社）全日本トラック協会 

 

青年経営者等による先進的な事業取組に対する顕彰 

実施要領   
                                  

１．事業の趣旨 

都道府県トラック協会の青年組織に所属する経営者等が実施した、または今後実施する先進的で創意工夫等

のある取組により、他の者の模範となりえるような事業に対して顕彰を行う。 

 

２．顕彰候補対象事業 

次に掲げる顕彰候補対象事業例等に該当する事業。但し、申請は１者１事業に限る。 

  （１）社会貢献事業 

（２）収益性向上事業 

（３）安全対策事業 

（４）環境対策事業 

（５）その他（特に本目的に沿った事業） 

上記（１）～（５）の事業については、既に実施しているもののほか、募集年度中に実施予定のアイデア、企画

等でも申請できる。 

 

３．顕彰候補者の要件 

（１）申請日前１年間及び申請日以降交付決定までの間に貨物自動車運送事業法及び道路運送法等関係

法令の悪質と認められる違反がないもの。 

（２）全ト協が行う各助成事業に係る要綱の規定により助成金の返還を命じられ、受付又は交付決定が行われ

ない期間にある経営者等の申請ではないもの。 

（３）顕彰候補者が申請する事業は、他の助成金等を受けない事業。 

（４）過去に本顕彰を受けた経営者等による同一の事業またはその事業に改良、改善を加えた事業ではない 

もの。 

 

４．顕彰金額・総額 

金賞（１００万円）、銀賞（７０万円）、銅賞（５０万円）とする。顕彰総額は５００万円を限度とし、限度額を超える場

合、上位の事業を優先して適用する。 

 

５．申請受付期間 

令和３年６月１日 ～ 令和３年１０月３１日 

  

６．申請手続き 

都道府県トラック協会あてに顕彰に係る申請書及び添付書類を送付 

 

７．顕彰の決定 

審査委員会に審査を諮り、顕彰の決定を行う。なお、顕彰申請者は、審査委員会において対象事業の説明

を行うものとする。 

 

８．結果の公表 

審査結果の通知後速やかに、受賞事業の概要等をホームページ、機関誌等で公表する。青年部会全国大

会において授与式を行う。                                                 以上 

別添１ 



 

青年経営者等による先進的な事業取組に対する顕彰 

における留意事項 

 

   令和３年５月 

公益社団法人全日本トラック協会 

１．申請の流れ等 

（１）申請書類提出先及び問い合わせ先 

    都道府県トラック協会、全日本トラック協会 

 

（２）受 付 期 間        

   令和３年６月１日 ～ 令和３年１０月３１日 

 

（３）申 請 書 類        

〇申請書 

〇添付書類    ①事業報告書（記入例参照） 
②会社概要（団体の場合は組織概要） 
 ※会社概要は既存パンフレット、ホームページからの 

出力可 
※トラック協会青年組織等で申請する場合は、組織概 

要(会員数・予算・主な活動)が分かる書類を添付 
正１部 
副１部（コピー可） 

※提出書類のほか、必要に応じて追加資料の提出を求めることがありま 
す。なお、提出書類等は返却しません。 

 

（４）顕彰の決定方法 

審査委員会に審査を諮り、顕彰の決定を行う。顕彰候補者は審査委員会にお

いて対象事業の説明を行っていただきます。 
 

（５）結果の通知方法 

審査結果については、後日、都道府県トラック協会を通じて結果通知書を送

付します。また、受賞事業の概要等を全ト協ホームページ、機関紙等で公表

します。 
 
２．事業報告書の記載項目について 

（１）申請事業概要 

   → 申請者名、代表者名、青年組織所属者の肩書・氏名、住所、事業の種類 
（１．社会貢献事業、２．収益性向上事業、３．安全対策事業、 

４．環境対策事業、５．その他）、事業の名称、事業に要した（する） 
費用を記入 

 

 

別添３ 



 

 

  （２）会社の概要 

   → 名称、所在地、連絡先、担当者名、設立年月日、資本金、従業員数、保

有車両数を記入 

 

 （３）事業の目的 

 

  （４）事業の内容 

   → 事業のフロー図、イメージ図（例実施前、実施後等）、①社会貢献事業

具体例、②収益性向上事業具体例、③安全対策事業具体例、④環境対策

事業具体例等を記入 

     ※図表や写真等を用い、具体的に記載してください。 

   

（５）事業の必要性 

 

 （６）事業で得られた（る）効果 

※数値等を用い、定量的に記載してください。 

 

 （７）事業に要した（する）費用の内訳 

 

  （８）事業実施スケジュール 

   →事業立ち上げ準備、事業の実施など、各々の段階に沿って簡単な表を作成 

 

  （９）その他 

   → パートナーや顧客と事業を実施した場合は、該当事項を記載 
 

以上 

 



③
申
請
審
査

⑥
顕
彰
決
定

顕
彰
金
交
付

⑤
審
査
結
果

事業結果
公表

審査委員会
（トラック輸送振興顕彰運営委員、全ト協経営改善・情報化委員会正副委員長等）

都道府県トラック協会の青年組織に所属する経営者、管理者または複数の者で構成する団体

全日本トラック協会

青年経営者等による先進的な事業取組に対する顕彰規定基本スキーム

２．手続きの流れ

青年組織に所属する経営者等が、先進的で創意・工夫等のある取組により他のもの
の模範となりえるような事業に対して顕彰を行う。
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